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３ 要旨
リンゴの冬季せん定時において、頂花芽果台から発生した新梢（10cm以下）の弱小花芽を除去する方法は、翌年に

優良な短果枝花芽を形成するために有効である。

(1)この花芽整理は、頂花芽の果台から発生した10cm以下の新梢について、冬季せん定時に先端の弱小花芽を除去

する方法である（図1）。

(2)この方法により、開花や果実肥大に使われる貯蔵養分の浪費を防ぎ、翌年に優良な短果枝花芽が形成される（表

1、図2）。

(3)腋花芽着生新梢の除去（図3）や衰弱枝の除去（図4）は、花芽着生が少ない。

表1 弱小花芽の除去が花芽着生に及ぼす影響

図1 頂花芽果台新梢の 図2 弱小花芽除去新梢の

弱小花芽除去方法 翌年の花芽着生

図3 腋花芽着生新梢の除去 図4 衰弱枝の除去

４ 成果を得た課題名

(1) 研究期間 平成２０年度～２６年度

(2) 研究課題名 モモ・リンゴの低樹高化による省力・高生産栽培技術の確立
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着果数 総頂芽数 優良花芽数

（個） (個） (個）

せん定処理 0.0 2.6 1.3

無処理 0.9 1.6 0.7

Ｆ値 6.3 10.9 17.9

有意性 ｎｓ * *

注）表中データは、調査果そう当たりの個数

注）短果枝で大きい花芽を優良花芽としその個数を調査した。


